
個別学習 協働学習

思考を深める学習 発表や話合い

各自でスプレッドシートに入力した内容が一括表示される

動かした円盤に１を入力し、規則性を考察する

数学

【ハノイの塔を用いて事象を数学的に考察する】数学A

『数学と人間の活動』

Chromebook Google Classroom

プロジェクター Google スプレッドシート

「ハノイの塔」のオンラインアプリ

ま
と
め

「５段、６段のとき、どのような表ができるか」などの問いかけに対し
て自分の考えをまとめ、数学的な考え方の有用性や考えが深まった
ことなどを振り返りシートに記入する。

オンラインのアプリを活用することで、生徒の人数分の「ハノイの塔」の教具を実際に用意する必要がなくなるだけでなく、
移動回数を自動でカウントしたり、最小回数のときにそれがわかるような表示がされたり、１つ前の状態に戻ってやり直したり
することができるなど、実物を使用するよりも取り組みやすく、考察や話し合いの活動に多くの時間を使うことができた。
ただし、このような教材を用いると「ただクリアすること」に夢中になる生徒もいるので、授業の目的は数学的に「規則性や

法則性を考えること」「考えを表現し伝え合い、深めること」であると強調して進めるとよいと考えられる。

　ゲームやパズルなどに数学的な要素を見いだし、数学を活用して事象を論理的に考察する。
　自分の考えを表現したり伝え合ったりする活動を通して、数学を活用することや再帰的に考えることのよさを認識する。

導
入

ハノイの塔のルールを確認したうえで、円盤が２〜５段のときの最小
の移動回数を、オンラインのアプリを使って各自の端末で実際に操
作して求める。 Chromebookを活用することで、オンラインで

利用できる「ハノイの塔」を各自が操作して課
題に取り組むことができた。また、ペアワークや
グループワークでも「これを動かすとこうなるか
ら…」と画面を見せ合いながら具体的な話し
合いをすることができた。
スプレッドシートは１つのファイルの中に生徒

の人数分＋１枚のシートを用意し、生徒がそれ
ぞれのシートに入力した内容が１つのシートに
一括表示されるようにしておき、個人での考
察、グループでの共有の後にスクリーンに表示
して全体での共有を行った。

展
開

６段のときの最小の移動回数を考察し、理由とともに所定のスプ
レッドシートに入力して、グループや全体で共有する。
その後ペアになり、４段のとき「何回めにどの円盤を動かしたか」を

表に入力し、気付いたことや感じたことを全体で共有する。

活用場面

学習のねらい

学習の流れ ココでＩＣＴを活用！

活用のメリット、実践の工夫・振り返り等

活用した機器等 活用したアプリ等


